
クラスの活用
モデリングとシミュレーション
2020年度

1



目的

基本的クラスの利用
講義で使用するライブラリ

抽象クラスの利用
インターフェースの利用
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は、良く使うJavaのクラスを紹介するとともに、インターフェイスの使い方を説明します。



Javaの豊富なライブラリ

プログラミングで共通的に必要なライ
ブラリが、言語とともに配布されてい
る。

良く使うライブラリを紹介し、利用方
法を学ぶ

マニュアル
https://www.oracle.com/jp/java/tech

nologies/javase/documentation/api-
jsp.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Javaでは、様々なプログラムで必要となる共通的な機能が、ライブラリとして、言語とともに配布されています。これも、Javaの大きな特徴です。それらの幾つかを紹介しましょう。また、Javaのライブラリのマニュアルも、非常によく整備されています。適宜参照してください。



原始型と対応するクラス

クラスでない型
int、double、boolean、char、など
ポインタが存在しないことに注意

対応するクラス
Integer、Double、Boolean、

Character、など
マニュアルを確認

4

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原始型とは、Javaの変数の型のうち、オブジェクトではないものです。整数(int)、倍精度浮動小数(double)、論理(boolean)などがあります。Javaには、ポインタがありませんから、c/c++のように、関数にポインタを渡して、関数中で値を変更するような操作はできません。また、後で説明するリストなどに保存できるのは、オブジェクトであって、原始型を持たせることはできません。そこで、Javaでは原始型に対応するクラスを定義しています。intにはIntegerが、doubleにはDoubleが対応しています。



例：Integer

https://docs.oracle.com/javase/jp
/11/docs/api/java.base/java/lang
/Integer.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えば、Integerのマニュアルを見てみましょう。Integerは、int型の値を保持するNumberというクラスの派生クラスであり、後で出てくるComparableインターフェイスを実装しています。クラスですから、比較や型変換のメソッドを有しています。



原始型と対応するクラス

Boxing：原始型からクラスへの代入

Unboxing：クラスから原始型への代
入
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int x = 1;
Integer y = x;

Integer y = 1:
int x = y;

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えばIntegerクラスのインスタンスを生成するには、本来であればコンストラクタを使うべきです。しかし、それではコードが非常に煩雑になります。そこで、原始型と対応するクラスの間では、相互に代入ができる仕組みになっています。上の例では、原始型であるintの値をIntegerへと代入しています。これをboxingと言います。逆に、クラスIntegerから原始型intへの代入をunboxingと言います。



文字列クラスString

C/C++のように、文字の配列ではな
い
ダブルクォーテーションを使う
比較、部分文字列などのメソッド
生成方法

マニュアルを確認
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String str = ”文字列”;

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
c/c++では、文字列は文字の配列でした。Javaでは、クラスとして実装しています。メソッドの中には、他の文字列との比較、文字列の長さ、部分文字列の取り出しなどがあります。Javaでは、文字列をダブルクォーテーションで表します。文字列のクラスStringを生成する際には、コンストラクタを使わずに、文字列を代入することができます。



抽象クラス

Abstract Class
メソッドの一部が実装されていない

abstract キーワードのついたメソッド

インスタンスを生成できない
継承クラスで抽象メソッドを実装
一つのクラスしか継承(extend)でき
ない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
クラスの中には、abstractというキーワードが定義についているものがあります。原始型に対応したクラス、例えばIntegerの親クラスはabstractとして定義されています。このようなクラスでは、メソッドの一部の実装がなく、名前と引数並びだけを定義しています。そのため、newを使ってインスタンスを生成することができません。このようなクラスを継承したクラスで、メソッドを実装する必要があります。クラスの継承では、大きな制約があります。それは、一つのクラスしか継承できないことです。



抽象クラス

 Interface
少数のメソッドのみを持つ
他のクラスから呼ばれる方法を定義

複数のinterfaceを実装(implement)
できる
未実装のメソッドを実装
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Javaには、もう一つの抽象クラスがあります。インターフェイスです。インターフェイスでは、少数のメソッドを実装なしで定義しています。他のクラスから、呼び出す共通の方法を定義する際に使います。そのため、一つのクラスに対して、複数のインターフェイスを実装することが可能です。



抽象クラス
リストを例に

 java.util.List
リストを操作するメソッドを定義するイ
ンターフェース

リストを操作する方法のみを定義
要素の追加・削除、リストの大きさ

マニュアルを確認
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例を見ましょう。リストを作るListは、クラスではなくインターフェイスです。リストへの要素を追加するadd()、要素の取り出しget()などのメソッドを定義しています。インターフェイスですから、要素の保持方法などを定義していません。



抽象クラス
リストを例に

 java.util.AbstractList
Listインターフェイスを実装
ランダムアクセス的リストの抽象クラス
getメソッドが実装されていない

マニュアルを確認
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
インターフェイスListを実装したAbstractListは、抽象クラスです。要素を追加するadd()は実装がありますが、要素を取得するget()を実装していません。



リストの実装クラス

 java.util.ArrayList
検索が高速
AbstractListの拡張クラス

 java.util.LinkedList
データの挿入・追加が高速
AbstractSequentialListの拡張クラス
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際に、使えるリストのクラスは、主に二つあります。一つはArrayListです。この実装は、検索を高速に行うことができます。一度作ったリストを変更しない場合には、有利です。第二の実装はLinkedListです。こちらは、要素の挿入や末尾への追加を高速に行うことができます。



13 Object

AbstractCollection

AbstractList

Iterable Collection

List

ArrayList
Serializable

ClonableRandomAccess

AbstractSequentialList

LinkedList

Queue

Dequeue

Class

AbstractClass

Interface

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リストに関係するクラスの継承関係を示します。要素の集まりを表す一番上の抽象クラスはAbstractCollectionです。これを継承して、Listインターフェイスを実装したものがAbstractListになっています。



リストの利用

生成方法1

生成方法2

スレッド間での同期を指定
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List<T> list = Collections.synchronizedList(new ArrayList<>());

List<T> list = new ArrayList<>();

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リストの使い方を見ましょう。最初の例を見てください。左辺のList<T>は、Tというクラスのインスタンスを要素として保持するリストの宣言です。右辺では、ArrayListとして生成しています。右辺では、要素のクラスを指定していません。指定しても構いませんが、左辺で指定しているため、コンパイラが自動的にTであると判断します。リストを一つのクラス内だけで使う場合には、「生成方法1」で問題ありません。しかし、他のクラスがリストを読み書きする場合には注意が必要です。Javaは、一つのアプリケーション内で、スレッドという処理の塊を並列して実行することができます。特に、GUI (Graphical User Interface) は、スレッドに分けて実行します。ArrayListは、スレッド間で受渡しをした際の整合性を保証しません。スレッド間でデータが壊れないように保護する例が「生成方法2」です。



リストの利用

要素追加：list.add(T t);
要素取り出し:T t = list.get(int j);
要素再設定：list.set(int j, T t);
要素の数：list.size()
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リスト操作の主なメソッドです。



型パラメタ

クラスが扱う対象を特定せずにパラメ
タ化できる
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1. public class Store<T> {
2. List<T> list;

3. public Store(List<T> list){this.list=list;}

4. public boolean addData(T t){return list.add(t);}
5. }

Tは特定のクラスではない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどのリストの宣言に出てきた<T>という表記は、型パラメタと言います。クラスの定義やメソッドの定義の際に、対象となる具体的クラスを定めずに定義する方法です。ここでは、簡単な例を示します。Tは特定のクラスではありません。Storeクラスのコンストラクタには、Tのインスタンスを保持するリストが引数として渡ってきます。これを内部のリストとして保持します。addDataというメソッドの引数もTのインスタンスで、これをリストに追加しています。



型パラメタの利点
Listの場合

List<Integer> list
 listに保存できるのは、クラスInteger
のインスタンスのみ

 listから取り出したものは、クラス
Integerのインスタンス
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
型パラメタの利点をリストを例に見ておきましょう。例えば、型パラメタとしてIntegerを指定したlistを考えましょう。こうすることで、このリスト内に他のクラスインスタンスを保存できなくすることができます。また、get()で要素を取り出すと、Integerのインスタンスが入っていることが分かりますから、直接にIntegerあるいはintの変数に代入することができます。



インターフェースの例
Comparable

Comparableは
IntegerやStringなどに実装済み

Comparableを前提に整列するメ
ソッドを持つクラスがある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は、インターフェイスについて見ていきましょう。今回は、Comparableというインターフェイスです。その名前の通り、比較可能であることを示すインターフェイスです。Integerは、対応するintと同じように大小を比較することができるようにComparableインターフェイスを実装しています。また、Stringも辞書順に並べることができるように大小関係を定義しています。整列を行うことができるクラスもいくつかありますが、それらはComparableインターフェイスを持つことを前提としています。
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//クラスDataは相互に比較できる
public class Data implements Comparable<Data>{

private int x;

public Data(int x) {
this.x = x;

}

@Override
public int compareTo(Data arg0) {

return this.x - arg0.x;
}

/**
* @param args the command line arguments
*/
public static void main(String[] args) {

Data a = new Data(1);
Data b = new Data(5);
System.out.println(a.compareTo(b));

}

}

Comparableインターフェース
は比較対象を指定する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すごく簡単な例を示します。クラスDataはComparableを実装したクラスです。Comparable<Data>と書いているのは、Dataクラスのインスタンスと比較可能であることを示しています。Comparableも型パラメタを持つインターフェイスです。Comparableインターフェイスは、たった一つのメソッドcompareTo()を持っています。引数は比較対象です。戻り値が正ならば、自分の方が大きい、負ならば相手のほうが大きい、ゼロならば等しいとします。ここでは、フィールドxの値で大小関係を定義しています。



型パラメタを持つメソッド
generic method

汎用的なメソッド（サブルーチン）
対象となる具体的な型を特定せず、その
特性（インターフェース）が分かれば処
理できる

例えば、整列は比較できるモノであれば
整列できる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
型パラメタは、クラス定義だけでなく、メソッド定義でも使用することができます。今回は、整列のメソッドを例に見ていきましょう。



戻り値の前で型パラメタを定義
ここでは、TはTと比較できるクラスで
あること
TのインスタンスはcompareTo()を持っ
ている→これを使って比較できる
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public static <T extends Comparable<T>> void sort(List<T> list) {
//ソートの実装

}

listの各要素がcompareTo()を持つことを利用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここに示したのは、整列を行うメソッドです。整列を行うには、大小関係さへあれば十分ですから、対象はComparableインターフェイスを実装したクラスならば、なんでも対象になります。そこで、メソッドの定義で型パラメタ<T extends Comparable<T>> を指定します。これはTという型パラメタにComparableであるという制限をしたことになります。こうすることで、listの要素はcompareTo()メソッドを持っていることを仮定することが可能となります。



NetBeans
利用tips

ソースファイルの自動整形
ソースファイル編集画面でマウス右ボタ
ン→「format」

変数名等の変更
ソースファイル編集画面でマウス右ボタ
ン→「refactoring」→「rename」

プロジェクト全体に変更が行われる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、上手にNetBeansを使うちょっとしたコツを紹介します。ソールファイルの自動成型機能があります。適切にインデントを直してくれます。インデントは、プログラムブロックの構造を視覚的に表すものです。変数名やメソッド名を変更するときには、一貫して直す必要があります。メソッド名を変更すると、他のクラスにも影響を及ぼします。netbeansのリファクタリング機能で名前を変更すれば、一環して名前を変更してくれます。



コードの挿入
ソースファイル編集画面でマウス右ボタン→
「insert code」

コンストラクタ、設定メソッド、取得メソッドな
ど

メソッドや変数名の自動補完
インスタンスの後にピリオド

行番号に出るバルーン
マウスを合わせてメッセージ表示
マウス左ボタンで、対応策提案
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンストラクタ、setter、getterは、「insert code」を使いましょう。コンストラクタの自動挿入では、finalを指定した変数の設定を自動で行ってくれます。setterとgetterでは、指定したフィールドに対応したメソッド名を付けてくれます。クラスインスタンスの名前の後ろにピリオドを打つと、候補となる変数名やメソッド名を提案してくれます。
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